









































































(3) この問題に関する数少ない実証研究の成果として， Petrovic〔8〕， Shaikh〔1〕等が
ある。












が（時間で、測って） τj単位必要であると仮定する。実質賃金率は， b= Cb2, 
b，・・・， b.）と与えられている。
このとき，第j商品の単位価値t；と転化価値 U; ( j = 1 , 2 , .. n ）はつ
ぎのように定義される。
〔価値体系〕
t;=a;t1＋τj (j =1,2，…n) (1) 
〔転化価値体系〕


















一一一一一一一一一 I n =:Ew向v 総可変資本 n i I 2τ山:Ebsts 1 1 












































t;=a;t1+ !"1 ( j =1,2，…n) 
C転化価値体系〕
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与妻子」 , then k；萎k






/3 =a1+ !"1 L; b品














f3 = 1 / ( 1 + r), q;=u/u1 ( j = 1,2, ..,n) 
第一に， t;>0 , r > 0 , u;> 0であると仮定する。そのとき，フロベニウスの
定理により，以下の不等式が成立する。
1 -a1> 0, f3 -a,> 0, 1 -f3 > 0 
QO）式より，
Q2) 











































内 t1~a.mxm+~ !'mXm 
Ui=Cai十！＇j_E_壬宣） n m=I ;:=I 










; z+;3-a1 l-a1 τJ － !'1 
条件ω式を考慮すれば，つぎのように結論しうる。
if fト萎z, i.e. ki 
数学注〔B〕：命題2の証明
(1）式より
t；ー Ca；τI-a1τj ）十 τj
t I !'1 
Q5)および閥式より
Ui tiー 1/' _ I - P -al、Cai !'! -a1 !'j ) ＋句一一一一一一Ul t1 -P、ajl 勺 τl ノ！＇ 1
_ !';Cl-p ) ( ai a1 ¥ 














p 免： a1 1；十Eif ムー重量 i.e. k；~霊 k1, then 」主主」
τJ <1 ” U I t I 
〈証明終〕
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